
ナ
カ

占ハ一=一

は
醸
の
千
風
。
京
菊
屋
卒
兵
衛
板
。
の
地
で
、
そ
の
外
闘
の
土
塀
が
往
来
の
左
右
に
引
鶴
一
た
が
、
後
射
手
を
兎
ぜ
ら
れ
た
。
子
孫
相
錨
ぎ
、
七
一
富
樫
昌
家
の
利
容
に
、
『
長
野
一
針
雨
対
事
、
殿
密

ナ
ガ
ツ
グ
長
次
加
賀
の
万
工
。
承
臨
三
年
前
一
い
て
ゐ
た
震
、
悦
人
長
土
塀
と
俗
縛
し
た
。
陵
務
後
一
代
釆
曹
が
安
保
十
四
年
十
一
一
周
八
日
出
奔
す
る
に
重
一
致
其
沙
汰
、
可
令
進
行
石
清
水
八
幡
宮
之
磁
掌
也
。
』

回
利
常
が
製
作
せ
し
め
て
、
越
中
磁
調
寺
に
寄
諮
し
一
下
邸
を
厳
し
て
商
家
を
建
築
し
た
が
、
明
治
四
年
四
一
っ
て
断
絶
し
た
。
一
と
あ
る
。
後
に
大
長
野
・
小
長
野
・
長
野
田
の
緒
村
は

た
ご
十
二
万
の
申
に
、
賀
州
住
藤
原
長
次
と
銘
じ
た
一
周
戸
籍
編
成
の
際
、
長
土
塀
一
番
丁
・
-
一
番
丁
と
す
一
ナ
カ
Z
シ
シ
ン
中
商
慣
遜
縛
巴
門
。
交
政
元
一
あ
る
が
、
長
野
が
そ
の
何
れ
に
詰
る
か
は
明
ら
か
で

も

の

が

あ

る

。

一

る

こ

と

に

し

た

。

一

年

新

知

百

石

荷

受

け

、

明

倫

堂

助

教

に

任

ぜ

ら

れ

、

一

な

い

。

ナ
カ
ツ
ハ
ラ
中
津
原
江
沼
郡
四
十
九
院
谷
に
一
ナ
ガ
ト
ホ
ク
ジ
ヨ
ウ
長
門
北
丈
金
縛
の
俳
人
。
一
天
保
元
年
更
に
茸
十
石
を
加
ヘ
、
七
年
四
周
致
仕
し
、
一
ナ
ガ
ノ
イ
ヘ

S
V
長
野
家
光
溜
癖
彦
三
郎
。

毘

す

る

部

務

。

一

週

稽

伊

右

衛

門

。

腕

時

を

秋

タ

亭

と

い

う

た

。

鹿

臨

一

八

年

八

十

歳

を

以

て

夜

し

た

。

一

一

能

脅

の

士

。

正

平

六

年

ハ

親

臨

ご

〉

九

用

得

江

石

王

丸

ナ
ガ
テ
ザ
キ
長
手
崎
珠
洲
郡
小
泊
の
東
方
な
一
ご
年

E
周

回

日

夜

、

享

年

六

十

九

。

一

ナ

カ

Z
シ
ナ
ホ
カ
タ
中
西
筒
賢
本
姓
中
原
氏
。
一
代
長
野
彦
三
郎
家
光
の
軍
忠
般
に
、
八
用
十
八
日
越

る
岬
で
、
能
鷲
半
島
の
混
東
端
を
な
す
も
の
で
あ
一
ナ
ガ
ト
マ
チ
長
門
町
金
縛
の
町
名
0
4
ナ
ガ
一
部
は
向
賢
、
活
稽
市
之
滋
。
字
は
士
希
、
銀
漢
叉
は
一
・
申
の
敵
桃
井
刑
都
大
輔
直
信
が
、
鹿
島
郡
三
別
保
赤

る

。

一

ト

ア

ゲ

チ

マ

チ

長

門

上

地

町

。

一

水

竹

腐

と

貌

し

、

藻

思

蔚

畿

、

筆

を

把

れ

ば

一

気

に

一

議

寺

に

纏

っ

た

吉

見

=

一

一

例

守

氏

頼

を

攻

め

た

の

で

、

ナ
ガ
テ
ジ
マ
長
手
島
羽
咋
郡
柴
垣
の
海
岸
に
一
ナ
ガ
ト

εシ
ョ
ウ
長
富
鹿
元
臨
元
年
の
近
江
一
七
係
十
銭
的
踊
脅
町
成
し
た
。
初
め
前
悶
直
腐
の
儒
匡
一
之
を
教
援
せ
ん
震
大
誌
か
ら
打
出
た
長
秀
信
の
勢
に

在
る
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
此
磁
三
町
許
神
に
、
長
手
一
日
吉
枇
詮
滋
に
、
『
加
賀
岡
大
桑
永
信
爾
抵
抗
、
コ
一
枇
御
一
と
な
り
、
後
村
井
長
管
に
仕
ヘ
、
明
和
五
年
ご
周
十
一
麗
し
、
九
用
十
六
日
以
降
漣
日
交
戦
、
サ
一
日
三
引

島
と
て
風
景
の
堂
有
て
、
今
は
七
面
明
紳
の
堂
あ
り
。
一
一
供
料
厨
滞
土
寺
御
門
跡
料
、
包
近
年
不
被
付
門
跡
、
一
日
夜
0

.

一
の
敵
域
に
押
寄
せ
、
迭
に
そ
れ
を
踊
逐
し
た
が
、
こ

江
州
の
浮
見
蛍
の
風
景
の
由
。
本
億
七
面
の
御
瀞
館
、
一
傷
跡
用
関
如
鼎
0
』
と
あ
っ
て
、
日
吉
祉
領
で
あ
っ
一
ナ
カ
ヌ
マ
中
沼
河
北
部
と
羽
咋
郡
と
の
界
に
、
一
の
際
家
光
は
頭
骨
に
射
艇
を
得
た
と
あ
る
。

此
織
に
上
り
給
ふ
。
石
像
に
て
奇
硝
あ
り
。
即
村
に
一
た
。
永
富
庄
が
若
し
大
桑
庄
と
阿
部
な
ら
ば
、
石
川
一
申
泊
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
羽
咋
郡
布
川
尻
の
諏
訪
跡
一
ナ
カ
ノ
イ
ン
ザ
ダ
キ
ヨ
中
腕
定
清
元
弘
元
年

本
成
寺
と
て
日
蓮
宗
の
寺
あ
り
。
此
寺
の
支
配
也
。
』
一
部
に
属
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
位
置
は
明
ら
か
一
社
砲
に
見
え
る
。
も
と
の
高
松
潟
叉
は
そ
の
附
廷
の
一
能
賓
の
闘
司
と
し
て
下
り
、
建
武
元
年
越
中
の
凶
司

と

隠

す

る

。

長

手

島

は

島

棋

で

あ

る

が

、

砂

洲

の

震

一

で

な

い

。

一

祖

測

を

い

ふ

の

で

あ

ら

う

。

一

に

縛

じ

た

が

、

ご

年

十

一

月

間

閣

の

守

普

門

蹴

人

利

建
に
よ
っ
て
冬
季
以
外
は
、
海
憎
か
ら
西
方
に
約
五
一
ナ
カ
ナ
ホ
ξ

中
直
海
け
リ
石
川
郡
河
内
庄
一
ナ
カ
ヌ
マ
中
沼
期
羽
咋
郡
押
水
大
部
庄
に
あ
る
一
請
が
、
足
利
隼
氏
の
命
に

i
b能
越
の
兵
を
集
め
官

軍
O
米
突
出
し
た
半
島
放
を
な
し
、
所
爵
ト
ロ

y
ポ

一

に

屈

す

る

部

落

。

一

部

務

。

一

軍

に

抗

し

た

時

、

定

請

は

之

を

石

動

山

に

防

い

で

載

の
一
例
で
あ
る
。
島
内
に
片
臨
岩
塊
の
大
岩
石
多
一
ナ
ガ
ナ
ミ
長
並
源
平
椛
装
組
に
、
『
源
氏
勝
に
一
ナ
ガ
ヌ
マ
ザ
マ
呆
沼
左
馬
旅
況
百
石
o
大
坂
一
死
し
た
と
い
ふ
。
集
車
分
服
村
上
源
氏
申
院
系
聞
に
、

〈
、
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
に
貰
か
れ
、
豆
品
の
外
に
岩
娘
一
来
て
綴
て
温
ひ
、
長
並
・
一
訟
・
成
合
ま
で
ぞ
賞
付
た
一
再
役
に
京
橋
一
一
，
丸
に
て
撤
首
一
つ
を
得
た
。
寛
永
一
定
平
の
子
定
稿
、
左
中
静
・
越
申
守
、
建
武
ご
十
二

分
一
結
物
を
含
み
、
慨
に
長
手
石
と
い
は
れ
る
。
一
る
0
』
な
ど
い
ふ
長
並
・
一
松
は
、
江
沼
郡
と
思
は
れ
一
土
ハ
年
大
型
寺
務
侯
前
田
利
治
の
従
臣
と
な
り
、
子
一
年
越
中
に
於
い
て
職
死
と
あ
る
も
の
是
で
あ
る
。

ナ
カ
ト
中
戸
石
川
郡
富
樫
庄
に
臨
す
る
邸
富
市
。
一
る
が
、
今
何
れ
の
地
と
も
利
ら
ぬ
。
一
悶
丞
は
蕊
百
石
を
得
て
延
寅
二
年
の
士
籍
に
見
え
る
一
ナ
カ
ノ
イ
ン
ミ
チ
カ
ツ
中
院
遇
勝
三
斑
記
に
、

ナ
ガ
ト
ア
ゲ
チ
マ
チ
長
門
よ
地
町
金
揮
の
萄
一
ナ
カ
ナ
日
中
成
石
川
郡
成
の
内
の
小
字
。
一
が
、
其
の
後
は
明
か
で
な
い
。
一
申
院
中
納
言
遇
勝
也
足
軒
は
、
安
正
十
年
明
智
光
秀

町
名
。
貞
享
ご
年
の
養
智
院
由
来
書
に
、
正
保
三
年
一
ナ
カ
Z
シ
ヨ
ザ
Z
モ
ン
中
西
小
左
衛
門
寛
永
一
ナ
ガ
ネ
ヲ
ザ
カ
長
根
尾
鍍
鹿
島
郡
小
牧
か
ら
一
が
反
旗
を
鶴
す
に
先
だ
ち
て
漣
歌
の
曾
を
催
し
た

陣
川
長
門
上
ゲ
地
で
寺
地
を
奔
領
し
た
と
あ
る
。
こ
一
十
九
年
御
射
手
に
任
じ
、
知
行
百
五
十
石
・
弓
料
軍
一
中
島
に
逝
ふ
往
来
に
あ
る
。
一
時
、
之
に
奥
っ
た
際
を
以
て
mm
柴
秀
吉
か
ら
加
賀
の

の
地
山
崎
長
門
の
萄
邸
地
で
あ
る
と
停
へ
、
官
時
長
一
十
石
を
領
し
た
o
子
孫
相
繕
い
で
務
に
仕
へ
る
。
一
ナ
カ
ノ
中
野
能
美
郡
按
律
郷
に
臨
す
る
部
落
。
一
安
宅
に
流
窟
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
地
で
ま
ろ
け
た
息

門
上
地
町
と
帯
し
た
の
を
、
後
に
略
し
て
長
門
町
と
一
ナ
カ
=
シ
シ
ゲ
カ
ツ
中
西
重
雄
遜
薦
問
丞
。
一
ナ
カ
ノ
中
野
石
川
郡
大
野
庄
に
凪
す
る
部
帯
。
一
女
が
悶
島
備
中
一
吉

一匂


